
はじめに

北海道札幌啓成高等学校では、平成27年度、第2期SSHプログラムにおいて、目的、戦略、道具立て、結

果、解釈、結論といった「科学的アプローチをデザインする力」及び国際的な場で活躍するための「英語

コミュニケーション能力」を育成するため、学校設定科目「ＫＳＩ・Ⅰ」として、「科学デザイン」及び「科

学英語Ⅰ」の学習プログラムの研究開発を進めてきた。「科学英語Ⅰ」の学習プログラムにおいても、「科

学デザイン」の要素を取り入れたプログラムとなっている。

このテキストは、「科学デザイン」及び「科学英語Ⅰ」の授業を行うに当たり作成したプリントを「Science

Design & Science Communication」として集約したものである。特に Chapter 2 は、大学４年生が卒業

研究を行うときに意識すること、あるいは他の先進国では高校段階で理科の授業で意識づけされることを、

世界の多くの高校生が英語で理科を学んでいるのと同じように、英語イマージョンで学ぶ部分である。

〈テキスト（Chapter 2）について〉

・Let's Read!

英語イマージョン科学実験講座で学ぶ科学的な内容（地学が中心であるが、物理、化学、生物も含む）

を英語で予習するもの。内容の構成は、本校SSH道内研修、道外研修の研修内容、地域・現代社会と関わ

りの深い科学的な内容としている。中学校で学ぶ理科の専門用語、理科特有の言い方が、できるだけ多

く英語で表現されるように文章を工夫したつもりである。また、英語イマージョンに慣れるために、科

学実験講座で頻繁に使う英単語、英語表現が、文章に含まれるようになっている。是非、予習として積

極的に活用してもらいたい。

・English Science

留学生及びALTがTAとして入り、英語イマージョン科学実験講座として実施している根幹部分。科学実

験を探究的に実施し、科学的アプローチを意識することが習慣となることを目指している。授業では、

各トピックで番号のついているところに時間をかけ、全てのトピックを学ぶことにより、科学的アプロ

ーチを概観することができる。留学生TAの質問等に答える部分である"Your Answer"には、答えとして真っ

先に頭に思い浮かべるイメージを単語にしている。それを瞬時につなげて言葉にして、留学生とコミュ

ニケーションを楽しんでもらいたい。また、他のSSH校での実践例を参考に、英語が使えるようになるた

めには暗唱も必要だと考え、授業の最後には、授業の振り返りを兼ねて、4つのスライドの暗唱及びプレ

ゼンテーション練習を行う。プレゼンテーション練習では、ルーブリックを活用して、グループごとに

生徒同士で相互評価を行うことになる。是非、積極的に取り組み、１年後には英語コミュニケーション

の壁を乗り越えてもらいたい。

・Scientific Communication

ポスターの作成や、論文を書くことを想定して、最も基本的な科学英語表現のいくつかを学ぶもの。

現時点では指導時間を確保できないが、是非、チャレンジしてもらいたい。大学院生でも役に立つ部分

があるはずである。ポスターの作成においては、Google翻訳に頼るのではなく、このテキストを参考に

して、まずは自分で英文を作成することから始めてもらいたい。

以上、このテキストは、英語で科学を学びながら、科学的内容、科学的手法及び英語をコミュニケー

ションの道具として使える力を身につけることを目的としたものである。２年生で課題研究を行うとき、

２年生の最後にそれを英語でポスター発表するとき、ここで学んだことを思い出しながら、科学的アプ

ローチをデザインする力、英語コミュニケーション能力を高めてもらいたい。

テキスト作成に当たって、Chapter 2 については、北海道大学工学研究院准教授 内田努氏に、Chapter

3 については、北海道大学工学研究院教授 永田晴紀氏に多くの助言をいただいた。英語表現については、

ALTの Ms.Annique Harris に献身的な協力をいただいた。ここに感謝の意を表します。
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Chapter 1 The Structure of a Scientific Research Article
■ Read an Original Paper Half a Century Ago - part 1 -

Text Aは、Nature誌に掲載（1953年）された生物学上最も重要な論文の一つ、ワトソンとクリックの
「核酸の分子構造（DNAの構造）」の論文です。どのような構成になっているか話し合いましょう。
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